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Peace and Conflict Studiesに対する
コミュニティ心理学からのアプローチ
―平和構築・紛争予防教育プログラムの評価を中心に―1）
A Community Psychological Perspective on Peace and Conflict Studies




　 In this article is discussed the current and future contributions of the psychology for the conflict 
resolution and peace-building actions.  While there has been a considerable amount of research efforts 
in conflict in psychology, much of their emphases has been places on the interpersonal relationship, 
relatively small-group conflicts and little of them has been addressing the macro-level armed conflicts 
with special focuses on their resolution and prevention.  Community psychology, of which aim is to 
accomplish the healthy and functioning community and society, can be expected to contribute to the 
peace and conflict studies in practical manner with its strategies and theoretical background.  By 
introducing a program evaluation trial for a peace education practice, possible directions of the field of 




り組みは，Peace & Conflict Studiesと呼ばれ，政治学，国際関係学，経済学，社会学など，幅広い
分野の協働による学際的な枠組みで行われている。平和心理学者である Christie & Montiel（2013）
は，Peace & Conflict Studiesの一翼を担う学問領域として，心理学の重要性を訴えている。しかし，
実際には，戦争や武力紛争に貢献しうる心理学研究は始まったばかりであり，平和構築に実効性を
1） 本研究は JSPS科研費　16K03514および 2015年度南山大学パッヘ研究奨励金 1―A―2の助成を受けたものです。





Peace & Conflict Studies とは
　Peace & Conflicts studiesとは，よりよい人間社会環境の構築（≒平和）を目指し，主に暴力的
な紛争や戦争の発生メカニズムについて研究をする，学際的な社会科学研究領域であり（Dugan，
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に取り組み，よりよい社会の構築を目指す，実践的な心理学研究分野である（Kloos, Hill, Thomas, 




















































































係を示したものである（W. K. Kellogg Foundation, 2004）。言い換えれば，ロジックモデルは，“こ
のような取り組み（プログラム内容）によって，このような結果（アウトカム）が生じるだろう”



















































































































































































　こうした操作に対して抵抗する要因の一つとしてMcAlister, Bandura, & Owen（2006）は，教育










　道徳不活性に対して教育が影響を及ぼす理由として，McAlister, Bandura, & Owen（2006）は，
より高度な教育を受けた人の方が多種多様な社会的つながりや情報源へのアクセスを有しているこ
とが影響している可能性を述べている。先に述べたように武力行使に関わる情報は，テレビなどの





















































定義されている（Ang, Van Dyne, & Koh, 2005）。また，文化的コンピテンスとは，異なる文化の特
徴や価値観，信念に対する敬意，異なる文化に対する関心や関わりへの欲求，文化的に多様な人々
とともに働くための対人行動スキル，自身の価値観や信念，行動を規定している自文化の理解など
















て，状況に合わせて行動を適切に修正する能力も含まれる。Van Dyne, Ang, & Koh（2009）は，こ
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業の前 1週間，事後調査は第 5回（最終）授業終了後の 1週間とした。GCP事務局が保有してい
る受講者の連絡先 e-mailアドレス宛に調査依頼を送付し，回答者は各自で調査サイトにアクセス
して回答を行った。調査は匿名で行ったが，事前と事後の調査データを照合する必要性から，事前





　McAlister, Bandura & Owan（2001）が作成した尺度を使用した。この尺度は，導入文に“When 
do you believe your nation should use military force? （あなたは，どのようなときに，あなたの国家
が軍事力を行使するべきと思いますか）”という問いかけをしている。McAlister, Bandura, & Owen







　文化的知能を測定する尺度として，Van Dyne, Ang, & Koh（2009）が作成した，Cultural 
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